
 
 
 
 
 
 
 

第 1653 回例会  

平成 23 年 4 月 4 日(月) 
18：30～ 海南商工会議所 ４F 
    「夜間例会」         

 

１．開会点鐘       

２．国歌斉唱          「君が代」 

３．ロータリーソング      「奉仕の理想」 

４．出席報告 

会員総数 65 名 出席者数 38 名 

  出席率 58.46％ 前回修正出席率 76.92％ 

 

５．会長スピーチ      会長 谷脇 良樹君 

みなさん今晩は。本日は

夜間例会にしては出席者

が少ないようです。先日来

からの東日本大震災に対

する皆様方の義援金あり

がとうございます。 
四月になり桜の季節、

色々なところで桜祭り等

が行われておりますが、こ

のように我々が夜間例会

を行うことが出来ることに感謝しなければならない

と感じております。色々な面で自粛、自粛がおこなわ

れておりますが、春の選抜高校野球は東海大相模高校

が優勝して幕を閉じました。この大会を開催して本当

に良かったと思います。ロータリーの野球大会も中止

が決まりました。今年は出来なくても来年は震災復興

記念大会を行うという案内を頂いております。何もか

も自粛、自粛では日本の経済が委縮してしまうのでは

ないかという危惧を感じます。御存じのように建築資

材が不足している状態で、コンパネとかサッシ、ユニ

ットバス、塩ビパイプ等が品薄となりこの近辺の大工

さんが仕事をしたくても資材が入手できなくて困っ

ているようです。パン屋さんもバターがなくてパンを

焼くことが出来ないとのことです。医療関係でも、内

視鏡の洗浄液が四月いっぱいで無くなるという話も

聞いております。大変なことではありますが、こんな

時こそロータリーということで頑張ってゆかなくて

はと思っております。 

ロータリーの友の四月号に料理人の道場六三郎の

語録で「知恵もなければ、技もなし有るのは人に負け

ない思いやり」ということが書かれております。我々

海南東ＲＣもそういう思いやりを持ってこの大震災

に何か出来ることがあればいいのにと思っておりま

す。ありがとうございます。 
 
６．幹事報告        幹事 上野山 雅也君 
○メーキャップ    

海南西ＲＣ  林 孝次郎君 ３月３日 
○例会臨時変更のお知らせ 

那智勝浦ＲＣ 4 月 7 日（木）→4 月 7日（木） 

12:30～ 太地町梶取岬（花見例会） 

海南西ＲＣ 4 月 14 日（木）→4月 10 日（日） 

        深雪山上醍醐寺、岩間山正法寺 

和歌山中央ＲＣ4月 15 日（金）→4月 15 日（金） 

19:00～ アバローム紀の国 

（和歌山アゼリアＲＣと合同例会） 

○初芝橋本高等学校インターアクトクラブ加盟認

証のお知らせ 

 

７．委員会報告          

○社会奉仕委員会       委員長 岩井 克次君 

 ３月２８日の献血例会では 11 名の方に献血を

していただきました。ありがとうございました。 

 たんぽぽの会の出欠を今日中にお願いします。 

○国際奉仕委員会       委員長 山畑 弥生君  

５月２０日からの世界大会に当クラブから５名

参加の予定でしたが東日本大震災の大変な時なの

で中止とさせていただきます。 

 

８．閉会点鐘 

 

次回例会 
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○会員誕生日 
３日 辻  秀輝君   １５日 山名 正一君 
４日 林 孝次郎君   １８日 箕嶋 利一君 

○奥様・ご主人誕生日 
 １日 三木 和栄様    ４日 土井 富子様 
 １日 上南 完子様   １５日 上田 としゑ様 
 ３日 山田 喜代美様  ２３日 谷脇 真知子様 
○結婚記念日 
 ５日 田中 秀夫君   １６日 名手 広之君 
１０日 中尾 享平君   １９日 小久 保好章君 
１０日 吉川 博之君   ２３日 山畑 弥生君 
１３日 中西 秀文君   ２６日 宇恵 宏純君 
１６日 桑添  剛君   ２９日 横出  廣君 
○一般ニコニコ 
宮田 貞三君    先般の津波で避難指示が出ましたの

で家内と一緒に避難しました。 
小椋 孝一君    紀美野になった時には１万４千人余

りの人口が、今では１万８００人を

切りました。高齢化・少子化を身を

もって感じています。若者が定住す

る町になるよう努力してゆきたいと

思います。 
谷脇 良樹君    ＪＲ加茂郷地区は戸数３００で、そ

こで区長を務めることになりました。 
新垣 勝君      私は海南２中の校医をしています。

４月１日付で海南１中と２中が合併

し、海南中学校という名前になりま

したが引き続き校医をすることにな

りました。 
宮田 敬之佑君  義援金を集めていただいて、ありが

とうございます。この義援金をＲＣ

としてどの様な提供の仕方をするの

か？日本全体のロータリーで集めた

義援金を全て一括して寄付するのが

良いのではないかと思っています。 
平尾 寧章君    海南東ＲＣの義援金はどこへ寄付し

たかちゃんと報告してもらえばそれ

で良いと思います。色々な方法があ

ると思うので皆が納得する方法でや

ってもらえばいいのではないかと思

います。 
林 孝次郎君    当クラブは昔に大船渡ＲＣと野球を

したことがあります。この際、大船

有難うご渡ＲＣと友好関係を結んで

義援金を直接そちらへ送れば良いと

思います。 
奥村 匡敏君  寺下さんにお世話になりました。 
前田 洋三君  クラブよりお祝を頂き有難うござい

ました。 

 
 
 
 
日本のロータリアンが新地区補助金を 

活用し、人道的・教育的活動を実施 
 
ロータリー財団の未来の夢計画の試験的プログラ

ムでは、多くのクラブや地区が、その新しくシンプル

な補助金構成を実感していいます。第 2650 地区（日

本）では、今年だけでも 40 以上のプロジェクトを支

援しました。まず、実施を希望するプロジェクトのた

めに 2010-11 年度新地区補助金を申請するようクラ

ブに呼びかけました。27 万 1,000 米ドルの補助金が

承認され、7 月 1 日に財団から支払を受けた後、地区

は直ちに 42 のプロジェクトに資金を分配しました。

新地区補助金の申請過程で既に使用計画を作成済み

であったため、申請や報告の手続きがスムーズに行わ

れました。この補助金で、フィリピンの村にコンピュ

ータ、ミシンなど、職業研修に必要なさまざまな備品

を提供しただけでなく、地震で壊れた陜西省の小学校

校舎を修復するプロジェクトも実施しました。さらに、

奨学金を含むさまざまな地元地域に根ざしたプロジ

ェクトも実施しました。この地区では、未来の夢試験

的プログラムに参加する以前は、多くのクラブが、さ

まざまなプロジェクトを実施できる新地区補助金の

柔軟性をうまく理解できていなかったそうです。しか

し、補助金の「授与と受諾の条件」などを参照するこ

とで内容を理解し、未来の夢計画を支援してくれるよ

うになっただけでなく、より多くの会員が活動に参加

するようになったそうです。 
重点分野に沿った大規模プロジェクトに資金を活

用できるグローバル補助金も、多種多様なプロジェク

トや活動を支援する柔軟性を取り入れています。グロ

ーバル補助金は、クラブや地区がいくつかのプロジェ

クトを 1 つの申請書で申請できるという利点があり

ます。例えば、人道的奉仕プロジェクトと職業研修チ

ームを組み合わせた 1 つのグローバル補助金を申請

することができます。カール・ヴィルヘルム・ステン

ハマー財団管理委員長が、「未来の夢は、現行の奨学

金プログラムを著しく改善するものです」と語るよう

に、グローバル補助金申請は 1 年中いつでも申請でき、

計画と準備に柔軟性が与えられています。例えば、5
月に奨学金を申請をした学生が、6 月に財団に承認さ

れ、その数週間後には奨学金を受領、9 月には留学を

開始できるということです。 
新地区補助金についてステンハマー委員長は、「奨

学生は、地元からでも海外からでも支援を受けること

ができ、目的は、学位取得、修了証取得、一般的な留

学でも構いませんし、期間も限定されていません」と

述べています。地区はそれぞれの奨学金支給基準や運

営方針を定めることができます。未来の夢試験的プロ

グラムについてのご意見・ご感想がありましたら、E
メール（fvfeedback@rotary.org）でお寄せください。 
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